

















































硫化物 溶解度積 硫化物 溶解度積
HgS 10－52 As2S3 10｝29
Hg2S 10－47 Fe2S 10ヨ8
PbS 10－23 NiS・ 10－19
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　図8　気相水銀処理塔の処理効率
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1～2㎎／Nm3であること』から，この処理プロセスで作業環境許容基準の0．05㎎／Nm3もほぼ満
足できると考えられる。
　また本装置の圧力損失は0．1KPa程度であり4～8meshの市販粒状活性炭を使用した場合の
約1／10である。
　この気相水銀除去プロセスを組み込んだ有機廃液焼却装置において72日間，134706の有機廃液
の処理を行ったが，目詰まりもなく良好な運転が可能であった。
　4．液相水銀処理
　排ガス中の殆どの水銀は洗煙水にトラップされていないが，トラップされた水銀の大半が冷却コ
イルでの排ガスの熱交換による水蒸気の凝縮に伴って行われていることが凝縮水の水銀濃度測定か
ら明らかになった。このことは都市ゴミ焼却炉における温度降下による水銀トラップの傾向U）と類
似している。そこで冷却コイル，エリミネーターの凝縮水を処理する液相水銀処理装置を設置した。
　その概略図を図9に示す。装置は凝縮水の冷却のための貯留槽（630mm一β，1000皿皿一H），
懸濁物質除去のためのカートリッジ式のフィルター2本（目開き5μm，63mm一φ，250　mm－H），
活性炭およびキレート樹脂を充填した水銀吸着塔2塔（150㎜一／，「IOOO　mm－H），流量調整用流
量計から構成されている。処理水は洗浄塔受水槽へ戻され洗煙水として循環使用される。
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　　　　　　　　　　　図9　液相用水銀処理装置概略図
　本装置を用いて処理を行ったところ，凝縮水中の懸濁物質によってフィルターがしばしば目詰ま
りを起こしたり，吸着塔での目詰まりも起こりやすいことが明らかになった。岡山大学有機廃液処
理装置の排ガス処理プロセスでは急冷塔・洗浄塔のアルカリ洗浄ではすすなどの集塵が充分行われ
ず，冷却コイルの凝縮水にも多くのすすなどの懸濁物質が含まれる。このすすなどが目詰まりの原
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因と考えられる。
　これらを解決するためには排ガス処理装置における集塵を強化することと懸濁物質を含有する排
水の吸着処理の開発が必要である。特に後者については一般の固定層吸着法に代えて流動層吸着法の
を用いれば処理が可能であると推測できるので，その開発が望まれている。
　5．結　言
　有機廃液焼却装置における水銀の挙動を実装置と有機廃液に所定量の水銀を加えた模擬廃液を使
って実験的に調べた結果，排ガス中の水銀は排ガス処理プロセスの急冷塔お．よび洗浄塔のアルカリ
液による野牛では殆どトラップされないことが明らかになった。同時に鉛一水銀置換法による気相
水銀処理を検討し良好な結果を得た。
　これらの知見に基づいてPbS担持軽石を町回剤として用いる気相水銀処理プロセスを実際の有
機廃液焼却装置に組み込み稼働させたところ，排ガス中の水銀の捕集効率は90％以上であり，目詰
まりもなく良好な処理結果が得ることができた。このプロセスは他の廃棄物焼却炉等へも応用が可
能であると思われる。
　また凝縮水の液相水銀処理については目詰まりを起こしにくい処理法の必要性が示唆された。
参
?
文 献
1）大学等廃棄物処理施設協議会：大学等における廃棄物処理に関するアンケート調査報告書，
　pp．37　（1988）
2）立本英機，中川良三，鈴木将夫，鈴木伸：大気汚染学会誌，21，197～203（1986）
3）東京大学環境安全委員会編：環境安全指針，昭和60年度版，pp．83（1985）
4）加瀬野悟，藤元教尊，高橋照男：大学等廃棄物処理施設協議会会報，〔4），46～51（1987）
5）喜多村正次，近藤雅臣，滝澤行雄，藤井正美，藤i木素士：水銀，講談社，PP．387～390（1976）
6）井出明，古角雅行，茂中勉：都市と廃棄物，15（4），13～24，15｛5），67～86（1985）
7）同和鉱業：公開特許公報，昭和54－8475，昭56－37033
8）　Erugan，S．：Chem．　Eng．　Prog．，　48，　89　（1952）
9）同和鉱業：私信（1987）
10）サンレー冷熱：私信（1987）
11）坂本紀夫：第25回大気汚染学会講演要旨集（宇部），PP．141～144（1984）
12）加瀬常置，高橋照男，伊興隆史：岡山大学環境管理センター報，（9），21～28（1987）
一32一
使
?
記 号
Dp
L
u
dP
E
pt　g
Pg
粒子径
層高
ガス流速
圧力損失
空隙率
ガス粘度
ガス密度
　　［m］
　　［m］
［m／s］
　［　Pa］
　　　［一］
［　kg　／　mS　］
［Pa・s］
狗｛ヲム
水銀マノメーターからの水銀の蒸発
　金属水銀をガラス管に注入し圧力や真空度を測定する水銀マノメーターは多くの実験室で使用さ
れている。この金属水銀は揮発性が強く，20℃でも0．00128mmHgの蒸気圧を示す。この値から20
℃，760冊mHgの空気中に金属水銀を放置した場合の空気中の飽和水銀濃度を計算すると1．84㎎／
Nm3になる。ちなみに30℃にすると4．10㎎／Nm3，40℃では8．5㎎／N㎡にも達する。このような
水銀濃度のガスが水銀マノメーターのガラス管中には存在するわけであり，水銀マノメーターが直
結された精留塔中の有機溶媒に水銀が混入することは当然といえる。環境管理センターの有機廃液
処理においてもしばしば水銀が検出される原因もこのようなところにあると推定され，昭和62年3
月には有機廃液処理装置に水銀除去プロセスが組み込まれた。このように廃液や排水中に水銀が混
入する原因は，案外我々が通常見落としているところにあるのかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S．　K）
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